
言語活動の充実を図る国語科指導の実際②
－「読むこと」と「書くこと」の関連を図る授業の工夫－

【実践例】指宿市立川尻小学校 上野大輔教諭の実践を基に作成

１ 単 元 名 筆者の考えを受け止め，自分の考えを伝えよう（第６学年）

２ 教 材 名 「平和のとりでを築く」「自分の考えを発信しよう」

３ 言語活動

【書くこと】 自分の課題について調べ，意見を記述した文章や活動を報告した文章など

を書いたり編集したりすること。

【読むこと】 自分の課題を解決するために，意見を述べた文章や解説の文章などを利用

すること。

４ 単元の指導計画（14 時間扱い）

過程 時間 主な学習活動

つ
か
む
・
見
通
す

２

１ 「平和」について，知っていることや感じてい

ることを自由に話し合う。

２ 学習課題を設定し，学習計画を立てる。

平和についての自分の考えや意見を新

聞に投稿しよう。

３ 全文を読み，学習の見通しを立てる。

(1) 教材文を読み，意見文の特徴を知る。

(2) 意見文を書くために参考資料を読む。

(3) 学習したことを基に意見文を書く。

調
べ
る

４

４ 教材文を読み，意見文の特徴や書き方について

学習する。

(1) 比べ読みを行い，教材文の特徴をつかむ。

(2) 筆者の主張や考えが書かれている段落を見

つけ，筆者の考えや意見をまとめる。

(3) 話題提示や事実の挙げ方の記述の工夫を理解

する。

深
め
る

６
５ 教材文を振り返り，意見文の書き方をまとめる。

６ 意見文を書くために必要な資料を読む。

７ 文章の構成を考え，意見文を書く。

振
り
返
る
・

生

か

す

２

８ 交流会を開き，自分の文章を見直す。

９ 単元全体の振り返り，今回学習した意見文の書

き方が，他教科や実生活に生かせる場面を話し合

う。

○ 単元全体の学習課題

を設定し，子どもたちに

言語活動のねらいを明

確にし，学習意欲をもた

せる。

○ 子どもたちが，どのよ

うな流れで，自分の意見

を書いていくのかとい

う見通しがもてるよう

に工夫する。

○ 教材文を読む視点を

明確にし，言語活動とど

のようにつながってい

くのかを子どもたちが

意識しながら学習でき

るように工夫する。

○ 読む活動を書く活動

につなぐために，読む活

動で学んだことを整理

する時間を設定する。

○ 意見文を書くために

必要な資料を読んで意

見文を書き，新聞に投稿

するという言語活動を

行うことで，学習したこ

とを日常生活の中で活

用していく力を身に付

けさせる。

思考力・判断力・表現力の育成という視点から，「読むこと」と「書くこと」を関連付

けた学習指導をどのように計画・実践していくかが重要になる。特に，「読むこと」の学

習したことや，自分の考えや意見をもったことなどを，どのように「書くこと」につなげ

ていくかを十分検討する必要がある。

以下は，「読むこと」と「書くこと」の関連を図った学習指導の実践例である。



本実践の学習の流れ～教材文の読み取りを進めながら，意見文の特徴に気付かせる

【文章構成を読みとる学習】

【要点をまとめる学習】

【要旨をつかむ学習】

１ 比べ読みを行い，教材文の

特徴をつかむ。

２ 筆者の主張や考えが書か

れている段落を見付け，筆者

の考えや意見をまとめる。

３ 筆者の文章構成の工夫を

理解する。

４ 読み取った工夫をまとめ

る。

【意見文のポイント１】

○ 自分の意見を主張す

るために文章構成を工

夫する。

５ 各段落の小見出しを付け

る。

６ 話題提示の段落や史実が

書かれている段落の要点を

つかむ。

７ 話題提示や事実の挙げ方

の記述の工夫について読み

取ったことをまとめる。

【意見文のポイント２・３】

○ 筆者は，語り出すよう

に話題を提示している。

○ 筆者は，自分の考えや意

見を述べるために，事実を

正確に挙げている。

８ 原爆ドームに対する筆者

の考えを整理し，要旨をまと

める。

９ 筆者が自分の考えや意見

を書くときの書き方の効果

をまとめる。

【意見文のポイント４】

○ 自分の考えや意見を書

くときは，文末表現を工

夫する。


